
（別紙３）

～ 令和8年3月19日

（対象者数） 15 （回答者数） 15

～ 令和8年3月19日

（対象者数） 3 （回答者数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

就学先の情報共有や現時点での個別の課題
をしっかりと把握し、就学に対して、見通
しを持ち、自信を付けて就学できるような
取り組みを提供していきます。

2

いろいろな人間関係の形成ができる環境を
継続して提供できるよう、体制・環境を含
めて整えていきます。

3

放課後等デイサービスの児童が中心ではあ
るが、受け入れの年齢を年長児から受け入
れすることで、就学への見通しを持って支
援することができる。

年長の年齢の児童から受け入れを行い、就
学児童の様子を見て、共に生活すること
で、自らの就学への期待と見通しを持って
備えることができるような取り組みを行っ
ています。

様々な学校の児童が通所することで、児童
の人間関係に広がりが見られること。

同一の学校等からの利用児童だけではな
く、様々な学校から利用児童を受け入れる
ことで、日常的な人間関係以外の交流がで
き人間関係の幅を広げられることができて
います。

○事業所名 児発・放デイ事業所のんの・ぴらさ

○保護者評価実施期間 令和8年3月1日

○保護者評価有効回答数

令和8年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月27日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが

期待されること

工夫していることや意識的に行っている
取組等

○従業者評価実施期間

事業所における自己評価総括表公表 事業所における自己評価総括表公表 事業所における自己評価総括表公表 事業所における自己評価総括表公表



改善に向けて必要な取組や
工夫が必要な点等

1

継続して、交流や連携できるような場を提
供していきます。

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われる

こと
事業所として考えている課題の要因等

保護者同士・地域社会との連携、繋がりが
あまり強くない。

現時点でもニーズと求められるものに差が
ある。交流の機会を設けても（地域も含め
て）参加できる人に限りがある。イベント
等を提供するが、参加できる保護者に限り
がある。


